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広島県の働き方改革の取組について

広島県商工労働局

資料２－２



ひろしま未来チャレンジビジョン（平成27年１０月改定）

仕事でチャレンジ！ 暮らしをエンジョイ！ 活気あふれる広島県
～仕事も暮らしも。欲張りなライフスタイルの実現～

目指す姿 ～ビジョン後半５年間（Ｈ28～Ｈ32）で目指す姿を県民の皆様と共有するため，新たに設定

広島県の取組
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チャレンジビジョンの新たな挑戦

新たな施策領域「働き方改革」
《目標》 県民一人ひとりが，仕事と暮らしのどちらもあきらめることなく，

質の高い働き方を追求できる環境づくり

〔指標〕
◇ 働き方改革を実施している企業の割合 ３５．５％ （H２８） ⇒ ８０．０％以上 （H32）

◇ 一般事業主行動計画を策定し次世代育成支援に取り組む企業の割合

４１．８％ （H27） ⇒ ８０．０％以上 （H32）

◇ 週労働時間60時間以上の雇用者の割合 ８．０％ （H27） ⇒ ６．１％ （H32）

◇ 一人当たりの年次有給休暇取得率 ４６．３％ （H27） ⇒ ６０．0％ （H32）

〔女性の活躍〕
◇ 女性の就業率 ６８．０％ （H22） ⇒ ７３．０％以上 （H32）

◇ 事業所の指導的立場に占める女性の割合 １９．４％ （H27） ⇒ ３０.０％以上 （H32）

〔生産性向上〕

◇ 一人当たり付加価値額 ４５２万円 （H24） ⇒ ４９３万円以上 （H32）

広島県の取組
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Ｈ28の調査結果を
踏まえて指標決定



働き方改革推進体制①

①職場環境づくり

②生産性の向上

働き方改革推進チーム

■人事課長《総務》
■業務プロセス改革課長《総務》

■県政コミュニケーション・マーケティング総括監《経営》
■広報課長《経営》
■経営企画チーム政策監《経営》

■雇用労働政策課長 《商工》
■政策監（働き方改革担当）《商工》
■働く女性応援課長 《健康》

■イノベーション推進チーム担当課長
（中小・ベンチャー企業支援担当）《商工》

【リーダー】
■産業労働部長《商工》
【サブリーダー】
■イノベーション推進部長《商工》
【主務】
■雇用労働政策課

政策監（働き方改革担当）
《商工》

県内機運の醸成
県庁内の取組

広島県の取組
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H28.4～ 局横断の推進体制「働き方改革推進チーム」設置

「職場環境づくり」と「生産性の向上」の一体的推進と「機運醸成」「県庁内の取組」

●働き方改革の実態調査とコンサルの有効性検証

●企業の取組の応じた支援策の検討



働き方改革と女性活躍が密接不可分な関係から
H29.4～ 働き方改革推進・働く女性応援チームに再編

「働き方改革」と「女性の働きやすさ日本一」の実現に向けた一体的取組

●働き方改革の取組の実行初年度

働き方改革推進体制②

①職場環境づくり

②生産性の向上

働き方改革推進・
働く女性応援チーム

■人事課長《総務》
■業務プロセス改革課長《総務》

■県政コミュニケーション・マーケティング総括監《経営》
■広報課長《経営》
■経営企画チーム政策監《経営》

■働き方改革推進・働く女性応援課長《商工》
■雇用労働政策課長《商工》
■人権男女共同参画課長《環境》
■安心保育推進課長《健康》
■医療介護人材課長《健康》

■イノベーション推進チーム担当課長
（中小・ベンチャー企業支援担当）《商工》

【リーダー】
■産業労働部長《商工》
【サブリーダー】
■イノベーション推進部長《商工》
【主務】
■働き方改革推進・働く女性応援課長
《商工》

県内機運の醸成
県庁内の取組

広島県の取組
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県内企業の働き方改革は？



県内企業の実態把握

県内企業の働き方改革の取組状況を初めて調査

・時期：H28.5～6月
・対象：従業員数31人以上 の企業等

３,094社

・回答数：1,277社（回収率.41.3%)
・調査内容：

・働き方改革に関する制度

・仕組みの導入

・取組状況

・取組を進めていくにあたっての課題

など

県内企業の働き方改革は？
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方針・目標 推進体制 制度 ルール 周知・啓発 業務改善
実態把握
・管理

・方針の明確化
・数値目標の
　設定

・社内推進体制
の明確化

・制度・取組の
導入

・制度を活かす
ためのルール
等の導入

・教育・研修
・周知・啓発

・業務プロセス
の見直し　など

・従業員意識・
　意向の把握
・管理・実績把
握

実　施　企　業未認知企業 共感企業

「働き方改革」につい
て知らない
又は

意義を感じていない

し　く　み 行　　動 成果

働き方改革の
意義の理解

○経営者と
　従業員の意識に
　ギャップがない
○組織風土として
　定着
○客観的な成果

経営者の意識

実 施 度 A
実 施 度 Ｂ

実 施 度 Ｃ

県内企業の取組状況①

実施企業 実施度Ａ ： 取組を軌道に乗せて成果が出ており，組織風土として定着（従業員意識に浸透）
実施度Ｂ ： ＰＤＣＡを回しながらの自律的取組で，成果が出始めている
実施度Ｃ ： 仕組みをつくり，取り組み始めている

共感企業 ： 働き方改革の意義に共感しているが，取組に未着手
未認知企業 ： 働き方改革を認知していない 又は 意義を感じていない

経営者の意識と取組の進捗度合（しくみ・行動・成果）で分類すると・・・

働き方改革への取組は道半ば！ 取組の加速が急務
・働き方改革を実施している 「実施企業」 は 35.5％ のみ
・意義に共感するも取組に未着手の 「共感企業」 が 43.8％ で最多
・意義を感じていない 「未認知企業」 も 20.7％

20.7％ 43.8％

26.0％
9.2％

0.2％

県内企業の働き方改革は？
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県内企業の取組状況②

働き方改革の進捗度

未認知企業 20.7％

実施度Ａ 0.2％

実施度Ｂ 9.2％

実施度Ｃ 26.0％

共感企業 43.8％

実施企業

35.5％

広島県の取組
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働き方改革の取組内容

女性や高齢者など働く人が求める
「多様な働き方」への取組は低調

※多様な働き方：在宅勤務制度，テレワーク（在宅勤務以外のモバイルワークなど），フレックスタイム制度，
短時間勤務・短時間正社員 制度，地域限定正社員など，時間や場所にとらわれない働き方ができる制度

【具体的取組】労働時間の短縮⇒残業の手続きの厳格化，ノー残業デー・ウィーク等の設定 など

年休取得の促進⇒時間や半日単位での休暇制度，特別休暇の拡充 など

多様な働き方⇒フレックスタイム，短時間勤務・短時間正社員，在宅勤務制度 など

県内企業の働き方改革は？
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働き方改革に対する経営者の意識

経営者の75％以上が意義を感じているのに，
実施企業が35.5％に留まるのは なぜ？

７５.４％

県内企業の働き方改革は？
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意義を感じているのに取り組まない理由（共感企業）

取り組む上での課題１位は「業務量に対する適正要員確保」で６割

人材確保が大きな課題ではありますが…
負のスパイラルに陥っているのかも？

遅れる働き方改革

企業価値の低下
（働きにくい企業）

従業員の満足度低下

人材確保が困難に

県内企業の働き方改革は？
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従業員の意見の把握状況

従業員は，今の働き方に不満をもっていませんか？

意欲を失って転職を考えたり，労働の質が低下していませんか？
共感企業の７割，実施度Ｃでも５割が，従業員の意見を未把握

県内企業の働き方改革は？
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働き方改革の効果～生じている効果～

働き方改革に取り組んでいる企業では，様々な効果が！
取組が進む企業ほど，より効果を実感

女性の活用や人材確保，企業イメージの向上も！

県内企業の働き方改革は？
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働き方改革の効果 ～労働時間・休暇～

取組が進んでいる企業ほど，労働時間短縮，休暇取得率が向上

県内企業の働き方改革は？
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働き方改革の効果 ～業績・採用～

取組が進んでいる企業ほど，経常利益と新卒採用充足率が良好
新卒採用充足率は企業規模との相関もあるが，経常利益は規模との相関なし

注）「計画通りの人数で良い人材を採用できた」注）「大幅に増加」「増加」の計

県内企業の働き方改革は？
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「高まっている」・「やや高まっている」の合計（％）

生産性関連指標(※)も，取組が進んでいる企業ほど良好
（※）従業員の意欲・満足度・働き方改革への理解，生産性，顧客へのサービス

「従業員の働き方改革に関する理解」を除き，企業規模との相関なし

働き方改革の効果 ～生産性～

企業分類と生産性関連指標

％

県内企業の働き方改革は？
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働き方改革に取り組む上での課題

「業務量に対する適正要員の確保」や，「従業員・管理職の
意識改革」が共通課題

県内企業の働き方改革は？
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働き方改革に取り組む上での課題

全体の３割で

「見直しに関する取組方法，ノウハウの不足」が課題

35.6
31.3
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県内企業の働き方改革は？
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労働時間の短縮に取り組む上での課題

社外の影響を受ける課題や困難な課題もある一方，

「仕事の進め方に無駄がある」など，
社内だけで取り組める課題も多々ありそうです
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県内企業の働き方改革は？



従業員規模や業種別での様々な課題

21
～調査の自由記述やヒアリングより～

・運送業界は人手不足が深刻。限られた人員

の中で業務を回すことで手一杯。

⇒荷主企業の協力が必要

⇒課題は短納期や急な受注等業界(卸・小

売)の古い体質

・利益は大手や親会社が独り占め。

⇒下請け(製造)にも利益が分配される環境

がないと労働時間は減らせない。

・介護業界は慢性的な人手不足。介護報酬改

定で厳しい運営の中，限られた職員のスキル

アップによる効率的運営を目指している。

～調査の自由記述やヒアリングより～

○ 課題も様々
(%)

分類企業数 実施企業

実施度A・B 実施度C
全体 1214 431 115 316 532 251
【従業員規模】
1,000人以上 25 84.0 36.0 48.0 12.0 4.0
300～999人 123 58.6 9.8 48.8 26.8 14.6
100～299人 310 45.5 12.9 32.6 33.5 21.0
～99人 742 26.2 7.1 19.1 51.9 21.8
【業種】
製造業 296 33.1 12.2 20.9 41.6 25.3
サービス産業 210 34.7 9.5 25.2 47.1 18.1
卸売業・小売業 168 42.8 8.9 33.9 44.6 12.5
医療・福祉 158 38.0 8.9 29.1 43.0 19.0
運輸業・郵便業 111 24.3 3.6 20.7 45.9 29.7
建設業 89 38.2 11.2 27.0 41.6 20.2
電気・ガス・熱供給・水道業 14 71.4 14.3 57.1 14.3 14.3
金融業・保険業 11 54.6 18.2 36.4 36.4 9.1
農業・林業・漁業 9 22.2 11.1 11.1 33.3 44.4
鉱業・採石業・砂利採取業 2 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0
その他 36 30.6 2.8 27.8 52.8 16.7

未認知共感

○業種別実施度

県内企業の働き方改革は？



中小企業にも広がる働き方改革の取組

53
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働き方改革の取組は大手企業だけ？
実施度Ａ・Ｂの企業数が最も多かったのは，

従業員が99人以下の企業！！

実施度Ａ・Ｂの企業数（従業員規模別）

県内企業の働き方改革は？
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広島県の取組



働き方改革 ～企業の状況に応じたきめ細かな支援～

働き方改革の進捗度

優良事例の創出・見える化により

県全体の取組を牽引するとともに，

実施企業の裾野が拡大する好循環

の創出を目指す

企業の状況に応じたきめ細かな

支援を総合的に実施

○ 優良事例の見える化・情報発信

○ 行動の後押し

○ 機運醸成

ねらい

未認知企業

実施度Ａ

実施度Ｂ

実施度Ｃ

共感企業

見える化

行動の後押し

機運醸成 情
報
発
信

施策

広島県の取組
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働き方改革 ～優良事例の見える化・情報発信Ⅰ～

○ 働き方改革実践企業認定制度
・広島県商工会議所連合会及び広島県商工会連合会が認定制度を創設
・認定企業の取組事例を優良事例として見える化・情報発信することで，

働き方改革の取組を促進

認定メリット

◆ 情報発信

◆ PR広告制作

◆ 認定マークの
使用許諾

など

・新聞
・広報誌
・県HP
・経済団体HP 等

○ 取組事例集，取組マニュアルの作成・提供
・従業員の意識調査の方法や，優良企業の取組事例等を盛り込んだ

働き方改革の取組マニュアルを作成し，県内企業に提供

広島県の取組

県内企業

協力･連携

県商工会議所連合会
県商工会連合会

募集・受付・認定・優良事例発信

・制度広報
・審査委員会参画
・認定企業ＰＲ
・優良事例発信

広島県

県内企業県内企業

認 定
※審査委員会構成

県商工会議所連合会，
県商工会連合会，
広島県等の関係機関，
学識経験者 等

連携イメージ

後援：働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま
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☆経済団体の全県的な認定制度は全国初☆



働き方改革 ～優良事例の見える化・情報発信Ⅱ～

○ 企業コンサルティングによるモデル優良企業創出
H28の実証事業でコンサルティングの有効性を確認

⇒中小企業に専門コンサルタントを派遣し，身近なモデル企業を創出(5社）
・コンサル終了後，モデル企業の改革プロセス・創意工夫等を教材活用するほ

か，研修の場等でモデル企業に発表してもらい，県内企業に広めていく

コンサル内容（例）

情報発信

モデル企業

教材・発表 等

県
内
企
業

県
内
企
業

県
内
企
業

改革プロセス
創意工夫

STEP1 STEP2 STEP3

■課題・ニーズ把握

・経営者層と従業員
間の認識差の
把握・見える化
～面談
～従業員意識
アンケート調査

・課題分析・抽出
による改善提案

■ビジョン・目標の
明確化

・ 現状把握による
方針・目標設定

・ 社長ﾒｯｾｰｼﾞ発信

■社内推進チーム
の立ち上げ

・ 従業員自らの
自発的な取組の
仕掛けづくり

■改善促進ルールの
導入・運用

■周知・啓発
・管理職向け研修
・従業員向け研修

■業務改善
・非効率な業務の

原因把握・改善

■実態把握・管理
・更なる改善提案

現状把握 しくみづくり 行動支援 モ
デ
ル
優
良
企
業
の
創
出

広島県の取組
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働き方改革 ～行動の後押しⅠ～

○ 企業経営者勉強会

・働き方改革の取組が進まない，課題を抱える企業の経営者等を対象に，

取組事例の紹介や，グループディスカッション等を実施する勉強会を開催

○ 働き方改革・女性活躍推進員によるアプローチ

◆経営者層への働きかけ

・県内企業に対し，働き方改革・女性活躍推進員が個別訪問等により
直接アプローチ

・働き方改革が経営にプラスとなった事例等を提供し，企業の行動を促す

○ イクボスの活動充実

広島県の取組
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働き方改革 ～行動の後押しⅡ～

○ 外部アドバイザー派遣

・これから働き方改革に着手する企業のうち，取組ノウハウ不足の企業を対象に
アドバイザー（社労士など）を派遣

・従業員意識調査を行い，現状課題の把握・分析・改善提案を実施

○ 企業内推進人材育成支援

Ａ社

研修

推進
人材

Ｂ社 Ｃ社

研修
参加

個別相談
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ

支援イメージ

推進
人材

推進
人材

・企業内で働き方改革を推進する人材
（経営者層・人事担当者等）を対象
に，研修を開催

・研修の講師等が相談員となり，受講

者が円滑に取組を進められるよう，

個別相談・フォローアップを実施

◆取組の導入・実践支援

広島県の取組
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女性活躍推進 ～これまでの取組～

出前講座

研修会＋報告会＋出前講座＋セミナーで働く女性を応援

働く女性応援
研修会

・28年度は166人が修了

働く女性が子育てと仕事の両立について学ぶ研修会
講師：㈱ｷｬﾘｱﾝ 河野真理子さん，

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ パク・スックチャさんほか

キャリアコンサルタント・社会保険労務士・産業カウンセラー
などが，企業に出向いて研修・相談対応・28年度は20社で開催

メンター養成
セミナー

・28年度は87人が修了

女性の就業継続への意識醸成や不安
解消のため，後輩を指導し，相談に乗り，
悩みを解決する指導者（メンター）を養成
するセミナー
（講師：㈱ｷｬﾘｱﾝ 河野真理子さん）

広島県の取組
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女性活躍推進 ～平成29年度の主な取組～

女性活躍における先進的で活用度の高い取組事例を
「女性・企業」の視点で収集し，広く発信します！！

▶取組事例の収集および発信

女性へのサポート 企業へのサポート

定着

キャリアデザイン研修（Renewal!）
・自身のキャリアデザインを作成 メンター養成セミナー

・後輩女性を指導，助言するメンター
の育成就業継続支援研修（ Renewal!）

・両立のノウハウを習得

登用
キャリアアップ研修（Ｎew!)
・将来の管理職として必要なマネジメン
ト力等を習得

リーダー研修（Ｎew!)
・女性部下の人材育成と活躍推進を実
践するためのノウハウ等を習得

これまでの研修メニューを見直すとともに，
新たに女性のキャリアアップを支援する研修を開催します！！

▶研修の開催

広島県の取組
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イクボスの輪
拡大中

イクボスの充実 ～イクボス宣言～

イクボスとは・・・

職場で共に働く部下・スタッフのワークライフバランスを考え、その人のキャリアと人生を応援する上司（経営者・管理職）のこと

広島県の取組

商工会議所連合会(13会議所)会頭

平成２８年６月１７日
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【主な活動内容】

○社会全体の男性の意識改革や行動変容を促すための活動

○自社のイクメン推進の取組紹介や県内企業への普及

○男性の育児休業取得を促進するための活動

○企業経営者の意識改革や職場の働き方の見直しを行うための広報

メンバー：誰もが働きやすい職場づくりを目指す経営者

結成時（H26年3月）20名 ⇒ 平成29年7月末現在125名！

全国初！

イクボスの充実 ～イクボス同盟ひろしま～

《イクボス推進トーク》

知事が同盟メンバー企業を訪問

in広島銀行（H28.11）

inＪＦＥスチール（H29.1）

イクボス同盟勉強会で作成した
提言書の発信（Ｈ29.2.3）

広島県の取組
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イクボスの充実 ～平成29年度の主な取組～

《イクボス推進トーク》

知事が同盟メンバー企業を訪問して，経営者や管理職
等とディスカッション！

《イクボス勉強会》

Ｈ28年度にとりまとめた「提言」をもとに同盟メンバーが
ディスカッション！

《取組成果発表会》

同盟メンバーがこれまでの取組によって得られた成果や
課題を発表

「イクボス」の輪を拡大するため，取組を強化します！

《ワークショップ》

管理職等を対象にイクボスの実践的スキルを伝授

広島県の取組
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機運醸成

○『働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま』と連携した機運醸成

経済団体
県商工会議所連合会【代表】
広島経済同友会
広島県経営者協会
中国経済連合会
県商工会連合会
県中小企業団体中央会
県中小企業家同友会
広島青年会議所

労働団体
連合広島

行政
広島労働局

中国経済産業局
広島県
広島県教育委員会
県内全２３市町

金融機関
広島県銀行協会

教育機関
インターンシップ促進協議会

※ 必要に応じ意見聴取
学識経験者，企業等

・県内企業への情報発信
・県内企業等の取組の促進
・公開フォーラムの開催

（平成29年9月）

構成団体

取組内容

※H28.10.26 の発足式の様子

広島県の取組
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○働き方改革・女性活躍をテーマとしたフォーラム『ＷＩＴ２０１７』を開催
≪1日目：9月8日（金） 2日目：9月9日（土）≫

機運醸成 ～広島から「働き方改革」と「女性活躍」～

35

広島県の取組



世代別における人材育成施策

生産性の向上 ～イノベーションの創出支援～

［ 社 会 人 ］ ・県立広島大学ＭＢＡの設置

・プロフェッショナル人材のマッチング支援

・ひろしまイノベーションリーダー養成塾

［ 大 学 生 ］ ・グローバル人材採用支援，県内大学への留学生倍増

・県内企業定着

［中・小学生］ ・海外姉妹校提携

・海外留学促進

・広島版「学びの変革」の推進

広島県の取組
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多様な人材が集まり，イノベーションの基盤として重要な
“幅広いネットワーク”が形成される『場』づくりの実施

〇「チャレンジする人が集まる常設の場」の設置（H29.3.25開設）

（イノベーション・ハブ・ひろしま“Camps”（キャンプス））

新たなビジネスや地域づくりの取組にチャレンジする

様々な人が集まる常設の場を設け，交流イベント等に

よりイノベーション人材や情報を集積

〇イノベーション・エコシステムを形成するための拠点（ハブ）の取組
イノベーションジャパン×広島（Ｈ28～）

イノベーターズ100（Ｈ27～）

アイデア創出ワークショップ（H26～）等

生産性の向上 ～イノベーションの創出支援～ 広島県の取組
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生産性の向上 ～イノベーションの創出支援～

チーム型支援

起業・創業支援

技術・経営力評価の支援 等

ひろしまイノベーションファンド

高成長ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ企業の
成長を実現

中堅企業の底上げ

企業の裾野の拡大

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ育成塾

ひろしま創業サポートセンター
（(公財)ひろしま産業振興機構内）

広島県中小企業・ベンチャー
総合支援センター

（(公財)ひろしま産業振興機構内）

ひろしまものづくり人材育成センター

（(公財)ひろしま産業振興機構内）

㈱ひろしまイノベーション推進機構

起業・創業の増加と成長企業の支援による生産性の向上

～企業の成長に応じた支援～

起業・創業を増やし，開業率を高めて，企業の裾野を広げるとともに，成長ポテン

シャルの高い企業を引き上げる

広島県の取組
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サービス産業の生産性向上支援（H29年度～）
県内総生産の7割を占める一方で，労働生産性が低いサービス産業の
生産性向上のための支援を行う

生産性の向上 ～イノベーションの創出支援～

◆意識改革

〇経営者向け課題解決ワークショップの開催
・宿泊業等のバックオフィス業務の効率化等に関する課題をテーマに

経営者自らが課題解決に向けた取組を考えるワークショップを開催

◆ＩＴ利活用

〇クラウドサービス等導入支援セミナー・相談会の開催
・クラウドサービスの普及啓発や，サービス提供者(ITベンダー等)と

中･小規模事業者のマッチングを目的としたセミナー･相談会を開催

〇研究会の開催
・ビッグデータ等を活用した，需要予測等の先進事例の研究会を開催

広島県の取組
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若年者のＵＩＪターン就職や地元就職を促進

◆県内大学生の転出抑制

〇インターンシップの参加機会の拡大

〇県内就職に向けた意識醸成

〇県内中小企業・中堅企業のＰＲ強化【転出抑制・転入促進】

◆県外大学生（地元出身）の転入促進

〇関東・関西地方の大学と就職支援協定（13大学・1短大）

〇中四国・九州での取組強化

〇サマーワークショップ「広島部」の開催

◆第2新卒者向けの転出抑制・転入促進

〇第2新卒向け「ひろしま転職フェア」の開催

広島県の取組
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人材の確保対策 ～若年者の地元就職の促進～

人手不足産業における人材確保対策

◆製造業，建設業，交通関連産業等における現場人材確保対策連絡会議



最後に

働き方改革で好循環を！
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企業価値の
向上

多様な人材の
確保

社員の満足度
生産性ＵＰ

企業も「働き方」で選ばれる時代へ

働き方改革は待ったなしでは！

目指せ！

働き方改革


